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補助事業番号 2025M-122 

補助事業名 2025年度 福祉機器の整備 補助事業 

補助事業者名 社会福祉法人 健仁会 

 

１ 補助事業の概要 

 

 当法人が運営する介護老人保健施設 千の風・川崎において、JKAの支援の下、特殊浴槽「ア

ラエル」の導入を行った。同機器を導入することで、無理のない入浴介助を提供することが

できるようになり、またその機械操作・使用後の清掃作業が簡単なことから、介護職員の業

務負担軽減につながることを目的として導入している。 

 

２ 本事業により導入した機器 

① 特殊浴槽（シャワーポッド アラエル）  

  http://www.kenjin.or.jp/sennokaze/kawasaki/top_images/info_20250808.pdf 

 

 酒井医療㈱製 シャワーポッド アラエル シャワードームと入浴用車椅子一式を導入。陰

部・臀部も含め体の隅々までしっかりと洗えるシャワーが配置。ウルトラファインバブルで

汚れをしっかり落とす「洗う力」に優れた特殊浴槽。またウルトラファインバブルの超微細

な気泡によって身体の芯まで温め、入浴後の保温効果が持続します。さらに貯湯式浴槽より

少ない湯量で洗えるため節水性にも優れ、かつ機器に清掃機能も併せ持つ特殊浴槽です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.kenjin.or.jp/sennokaze/kawasaki/top_images/info_20250808.pdf
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シャワーポッド アラエル アラエル＆入浴用車椅子（全体） 

  

アラエル＆入浴用車椅子 アラエル＆入浴用車椅子 

  

入浴用車椅子（細部） 建物入口付近 

 

 

建物入口付近（拡大）  

 

 

設置場所： 介護老人保健施設 千の風・川崎 
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② 本事業に係る印刷物等 

 

 

 
 

掲示した資料 
掲示場所：ステーション前（2～4 階）と 

1 階 

 

３ 予想される事業実施効果 

 

 車椅子を使用している利用者への入浴介助において、今までは個浴槽に足を跨いで入浴し

ていただいていたが、同機器を導入・使用することで、無理のない入浴介助の提供が可能と

なり、利用者及び職員双方にとって身体的負担の軽減につながる。また同機器を導入するこ

とで、個浴槽を利用するか特殊浴槽を利用するか、利用者の入浴方法選択の幅拡大につなが

る。利用者のその日の体調や気温等状況によって、提供を受けたい入浴方法を選ぶことがで

きることは、利用者の満足度向上にもつながり、ひいては施設サービスの質の向上にもつな

がっていく。さらに節水性の高い特殊浴槽であるため、入浴介助時の水使用量の削減、水道

料金の支出削減にもつながっていくと思われる。 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人 健仁会 介護老人保健施設 千の風・川崎 

（シャカイフクシホウジン ケンジンカイ カイゴロウジンホケンシセツ

センノカゼ・カワサキ） 
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住  所： 〒212-0003 

神奈川県川崎市幸区小向町15-25 

E - m a i l： soumu-kawasaki@kenjin.or.jp 

U R L： http://www.kenjin.or.jp/sennokaze/kawasaki/index.html 
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